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論 説
時代を画す大統領たち
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――『政治とヴィジョン』(1960年版）をとおして――廣 瀬 有 哉 (129)
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――旧中国の地獄の罪刑法定主義――佐 立 治 人 ( 1 )
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判 例 研 究
日本トイザらスによる優越的地位の濫用事件審決について
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資 料
物品のオンラインその他の通信売買契約の一定の
側面に関する欧州議会及び理事会指令提案
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論 説
フランスにおけるカトリシズムとデモクラシーの間
――ライシテとキリスト教民主主義の相克―― 土 倉 莞 爾
連盟期の国際秩序構想における
モーゲンソー政治的紛争論の意義 (⚓)西 平 等
老齢加算訴訟
――憲法の観点から――西 村 枝 美
フロイトとスピノザ (Ⅲ-3)河 村 厚
判 例 研 究
自ら出産した新生児を殺害した被告人が，その死体をタオルで包み，ポリ
袋に入れるなどして自宅などに隠匿した死体遺棄の事案について，葬祭
義務を果たさないまま放置した不作為による遺棄行為を起訴したもので
あるから，公訴時効の起算点は，警察官が死体を発見した時であるとい
う検察官の主張を排斥し，作為による死体遺棄罪が成立するとした上，
公訴時効が完成しているとして免訴を言い渡した事例
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翻 訳
チャンズー・ソン「名目上の兄弟韓国に帰還した韓国系
中国人移民の疎外感とアイデンティティの変容」・「越境主
義の時代におけるディアスポラ包摂韓国のディアスポ
ラの包摂は国の発展を支えることが可能」角 田 猛 之
ミヒャエル・パヴリック
『市民の不法』（12）
飯 島 暢
川 口 浩 一
森 川 智 晶資 料
デジタル・コンテンツ供給契約の一定の側面に
関する欧州議会及び理事会指令提案
カライスコス アントニオス
寺 川 永
馬 場 圭 太
呉訥撰・若山拯訓読『祥刑要覧』の訳注 (二) 佐 立 治 人
関 西 大 学 法 学 会 規 則
第⚑条 本会は，関西大学法学会と称する。
第⚒条 本会は，法学の研究を促進し，かつ研究の成果を発表することを目的とする。
第⚓条 本会は，次の事業を行う。
⚑ 機関誌「関西大学法学論集」及び「関西大学法学会誌」の発行。
⚒ その他本会の目的を達成するために必要な事項。
第⚔条 本会の事務所は，関西大学法学部内に置く。
第⚕条 本会は，次の者をもって会員とする。
⚑ 法学部及び大学院法務研究科（以下法科大学院と称す）の教授，准教授，専
任講師，助教，特別契約教授。
⚒ 政策創造学部の教授，准教授，専任講師，助教，特別契約教授であって入会
した者。
⚓ 法学部，大学院法学研究科，法科大学院，政策創造学部またはガバナンス研
究科の非常勤講師であって入会した者。
⚔ 法学部学生，大学院法学研究科学生及び法科大学院学生。
⚕ 政策創造学部の学生であって入会した者。
⚖ 法学部，政策創造学部，大学院法学研究科及び法科大学院の卒業生であって
入会した者。
⚗ その他評議員会の承認を得た者。
第⚖条 次の者を本会の名誉会員とする。
⚑ 法学部又は法科大学院に在籍した名誉教授。ただし，特別契約教授として在
職中の者は除く。
⚒ 特に評議員会の承認を得た者。
第⚗条 本会に次の役員を置く。
⚑ 会長 法学部長をもって充てる。
⚒ 評議員 教授，准教授，専任講師，助教及び特別契約教授をもって充てる。
⚓ 編集・庶務・会計各委員 評議員の中から評議員会において委嘱する。
その任期は⚑年とする。ただし，再任は妨げない。
第⚘条 第⚕条第⚑号及び⚒号の会員は会費年額15,000円を，同条第⚓号から⚗号ま
での会員は会費年額6,000円を納めることを要する。
第⚙条 会員及び名誉会員は，機関誌「関西大学法学論集」及び「関西大学法学会
誌」の配布を受ける。
第10条 この規則の改正は，評議員会の決議による。
付則 この改正規則は，平成27年⚗月22日から施行する。ただし，従前の第⚘条の
規定により平成21年度以降の会費を予め法学会に払込んでいる者については，
なお従前の例による。
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